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はじめに 

 

今年も、第 73回日本胸部外科学会学術集会のランチタイムに開催することがで

きました。 

本会では、「将来のキャリアを見据えて海外でトレーニング！」と題し、アメリ

カでの留学経験について、名古屋大学循環器内科の坂東泰子先生に、またマレー

シアとドイツの留学経験について関西医科大学心臓血管外科の岡田隆之先生に

お話しいただきました。当会世話人の齋藤綾先生もカナダでの留学経験を講演

してくださいました。また、今後留学を考えていく世代の若い先生にディスカッ

サントとして参加していただき、1 時間 20 分という限られた時間ではありまし

たが、有意義なセッションとなりました。 

 

日本胸部外科学会男女共同参画委員会、学会事務局ならびに第 73回日本胸部外

科学会会頭の碓氷章彦先生には多大なるご尽力をいただきました。この場をお

借りして厚くお礼申し上げます。  
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概要 

 

日 時： 2020年 10月 30日（金） 11:40～13:00  

 

講 師： 坂東 泰子先生  

 名古屋大学循環器内科 講師 

岡田 隆之先生 

関西医科大学心臓血管外科 講師 

齋藤 綾先生 

東邦大学佐倉病院心臓血管外科 准教授 

 

ディスカッサント 

大阪医科大学 心臓血管外科 島田 亮先生 

大阪大学付属病院 心臓血管外科 長谷川 然先生 

 

テーマ：   将来のキャリアを見据えて海外でトレーニング！  

     

司 会：   神吉 佐智子先生（大阪医科大学付属病院 心臓血管外科） 

山崎 祥子先生（兵庫医科大学病院 心臓血管外科） 

 

会 費： 無料 
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講演内容 

 

今回は海外留学経験のあるお二人の講師と、ディスカッサントのお二人にご協

力いただきました。 

お一人目は名古屋大学付属病院循環器学内科学講座講師、坂東泰子先生にご講

演いただきました。坂東先生は、留学をキャリアの中でどのように生かすか、そ

こからどのように diversity の問題を考えていくかを中心にお話ししてくださ

いました。 

留学は目標ではなく、将来のキャリアを見据えて、卒後 10年でどう進むか、留

学中のテーマが次の 10年のキャリアの土台になるのが好ましいという明確なメ

ッセージのもとに、ご自身のキャリア形成をご説明くださいました。 

坂東先生は海外留学のみでなく国内留学の経験もあり、研究テーマに必要な技

術を得るために、当時在籍されていた三重大学から九州大学へ行かれています。

この九州大学国内留学で得た技術と知識を使って三重大学で学位を取得されま

した。その後米国ボストン Tufts大学に留学し、リサーチ論文を執筆、与えられ

た環境でできるだけのことを行った結果とのことでしたが、この時の研究で執

筆した論文が日本循環器学会学会賞 CPIS賞を受賞されました。結婚を機に名古

屋へ移られ、現在の名古屋大学付属病院のスタッフとしてのキャリアに移行さ

れました。 

坂東先生は diversity 推進にも力をいれておられ、日本は世界的にみても女性

医師の割合が少ない事、循環器内科でも女性スタッフの割合は少なく、この問題

を解決するためには Unconscious bias：女性は無意識のうちに自分を

underestimateしてしまう、女性は上に逆らうな、という自信を持てない素地が

あり、このバイアスを自分で意識してとっぱらはないといけないというまず女

性自身の意識改革が重要であるというお話しは非常に印象的でした。また、

diversityを推進する側として、均等な機会を与えるのみでなく、機会が均等に

なるようにサポートする、という概念も提唱してくださいました。留学を組み込

んだキャリアアップとキャリアアップの過程でご自分が与えられた機会を、今

度は若手に還元していく立場としての、非常に有意義な話を伺えました。 

今後留学を考えている若手ディスカッサントの先生からも活発な質問や、また

本学会会長の碓氷先生からのコメントもいただきました。 

  

 お二人目は関西医科大学心臓血管外科 講師岡田 隆之先生にご講演いただ

きました。岡田先生はマレーシア、ドイツと全く異なる文化の 2 箇所の国に心

臓血管外科としての臨床留学をされています。最近は留学離れの傾向もあるよ

うですが、岡田先生は若いうちから積極的に海外へ飛び出されており、大変貴重
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な臨床留学経験を公聴できました。 

岡田先生はマレーシアのクアラルンプールにある国立循環器病センターに卒後

5年目の時に最初の留学をされました。スライドからも伝わる大変立派な病院で、

開胸経験もなくいきなりこの大病院へ留学したというのは驚きです。文化的な

交流や、カンファレンスで多職種の方と話したり、国外からの高名な先生方のラ

イブ手術を見学したりと人との交流を大切にされたということを強調されてい

ました。その後、いったん日本に戻ったのちにドイツのハイデルベルグにやはり

臨床の留学をされました。ドイツの心臓血管外科は日本から見ると非常にハイ

ボリュームです。ドイツの臨床事情、留学中に学ばれた手術や設備、制度やしく

みについて語られ、異なる医療や文化から手術手技以外にも学ぶことが多かっ

たというのが伝わってきました。2つの国、2つの施設へ臨床留学をされ、海外

留学はキャリアアップになるという答えに確信をもたれているのも学ばれたこ

とが多かったからと思われます。Resilience の話をされていましたが、おそら

くいろいろご苦労はあったと思いますが、ほとんど苦労を感じさせない話っぷ

りから、岡田先生の resilienceの高さが垣間見られ、若い先生方に見習ってい

ただきたいと感じました。 

スライドの合間にマレーシアやドイツのグルメ写真が織り交ぜられており、こ

れも留学へのあこがれを掻き立てられる内容でした。 

 

 ３人目は東邦大学佐倉病院心臓血管外科 准教授の齋藤綾先生にご講演いた

だきました。齋藤先生はカナダの Londonにある University of Western Ontario

に臨床留学されました。移植の歴史の長い病院で、移植の場合は多職種からなる

チーム医療となるため、transplant programから月 2例ほどある心臓移植を学

ばれ、通常手術の合間に緊急ではいってくる移植に対応されていました。 

心移植以外の手術も 2 チーム性のシステムでハイボリュームの手術をこなして

いくカナダのシステムで、ライバルたちと症例を奪い合いながら、1 年目の 28

例の執刀から 2年目には 98例まで執刀症例を増やされ、この 1年の集中したト

レーニングがあったので、現在の数に頼らない安定した手技が確立できたとい

うのが印象的でした。おそらく 2010年以前には日本ではほとんどされていなか

った MICSや robot手術にも、これはアシスタントとして学ばれたのも貴重な経

験かと思われます。  

上記お二人の先生同様に齋藤先生も強調されたのは、人同士の交流の大切さで

す。留学中に得られた人脈は、現在でも糧だとのことです。 

齋藤先生は留学経験から、齋藤先生のキャリアアップの法則をさらに展開して
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くださいました。デフォルト思考から抜け出す、そもそもレールはないという発

想で、逸脱を恐れない、ガイドラインが全てではないので、その都度の状況で選

択していくことの大切さ、また他人と比べない、人がこうだから自分もというの

ではないという Diversityに基づいたキャリア形成を行う、さらに、自分の時間

を大切にというメッセージも組み込んだ法則でご講演をしめくくられました。 

  

 

 最後は恒例の集合写真撮影を行いました。今回はオンラインのセッションだ

ったため、写真撮影もオンラインという初めての試みとなりました。 
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オンラインセッション 役割者集合写真（ZOOM） 

 

 

 

オンラインセッション中にいただいたコメント 
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おわりに 

 

今回は初めてのオンラインによるセッションとなりました。コロナ禍の最中

であり、オンラインを余儀なくされ、慣れない事で不安もありましたが、学会の

方のご協力もいただき事前のリハーサルなどの準備により、スムーズに会の進

行ができました。直接額を付き合わせての会ではありませんでしたが、現地にい

なくてもディスカッションに参加でき、覗き見もしやすかったのではないかと

思います。今後現地開催が復活してもハイブリッドとして活用し、現地に来られ

なかった先生方や学生さん、コメディカルの方々でも参加できる会として盛り

上がっていけるのではないかと、今後のあり方、開催方法に対しても転換や発展

を考えさせられる会となりました。 

今後もいろいろな問題やテーマについて、日本、もしかしたら世界中の皆さん

とディスカッションしていければと思います。 

 最後になりましたが、今回無事に第 15回目の会を開催するに至り、お世話に

なった方々へ心より謝辞を申し上げます。  

                         （文責：山崎 祥子） 
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会計報告（令和元年から令和 2年度） 

 

収入 

 前年度繰越金      995,856 

 日本医師会支援金（胸部外科学会より入金）  151,061 

 利息            5 

 

 合計      1,146,922 

 

支出  

第 15回集会開催費用 

  講演者記念品     33,660 

  切手、封筒         748 

  QUOカード        6,000 

      ホームページ改正     18,700 

 

 合計        59,108 

  

 次年度繰越金     1,087,814円 

 

 


